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駒
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　 H 本物 理 学 会 は，1976 年 8 月の 創 立 100年記

念行事 と して トリエ ス テ に ある国際理論物理学セ

ン タ
ー

の ア ブ ダ ス ・サ ラ ム 所長 を招 い た．私はた

また まこ の 年 の 12 月 に 1・リエ ス テ の 近 くに 用事

が あ り，基礎物理学研究所の 早川幸男先生 か ら
一

筆 い た だ い て サ ラ ム を訪 ねた．早川先生 の
・
筆 に

は記念行事に 出席で きなか っ たサ ラ ム へ の 簡単 な

報告 も含 まれ て い た．早川先生 は，セ ン タ ー
の 理

事で もある湯川 先生 の 代理 として セ ン タ
ー

の 運 営

会議に 出席 され た こ と もある．

　私 がサ ラ ム を訪ねた と き ，
セ ン タ

ー
で は ロ ン ド

ン 在住 の 科学哲学者ポ パ ー
と ス イス の 大脳 神経生

理 学者 エ ク ル ス の 討 論録 『自我 と脳 』1）が 話題 に

な っ て い た ．サ ラ ム 夫人 は当時 オ ッ ク ス フ ォ
ー ド

で 生物物理 を教 え て お り，サ ラ ム 白身も生 命物質

左右不斉の 素粒子起源 に 関する論文を分子生物学

誌に 書 い て い る ．『自我 と脳』で は，大 脳左 右半

球 に よ る 時 間（左）・空 問（右）認識 と情 帳 の 分析

（左）・総合 （石）機能の 相補的分担な ど，現代脳科

学の研究成果の 上 に た っ て ，生 物進化の 到達点の

両極 に あ る 自我 と脳 の 相互 作用 が 議論 され て い

る．書名 は 脳 に 対す る 自我 の 優 位 を暗示 して い

る．

　サ ラ ム は私に こ ん な質問をした．

　「西 洋の 科 学者 の 発 言は会議 の 前半に多 い が ，

湯川 の 発言は い つ も会議の 終 りの 方 だ． どうして

か」

　私は

　 「前半の 議論は分析 的，後半は総合的」

　 「湯川 は 会議の 流 れ の なか で 理想 を話す機会 を

待 っ て い た の だ と思 う」

　 「自我が 対決する討論に よ っ て歴史 を進め て き

た西洋 と脳全体 の 共感が得 られ る機会を待 つ 東洋

の 文化 の 違 い もある の で は な い か」

な どと場 当た りの 答 えをした が ， サ ラ ム は

　「文化伝統が違 うの に ハ イ ゼ ン ベ ル クは 湯 川 と

同 じタイ プ で ， 西洋で は例外 だ．東洋で も中国の

物理 学者は現実 的 であ り，湯 川 は別 だ」

と話 した．

　 プ リ ン ス トン の ダ イ ソ ン は，米物理教育誌2） で

湯 川とハ イゼ ン ベ ル ク を 「理 論の 成功 よ り深さを

求め る 思 索者」 と よん だが
，

イ ス ラ ム教徒で ある

サ ラム に とっ て も湯川 とハ イゼ ン ベ ル ク は 文化伝

統 や専門分野 を超えた 特別 な全人的存在 とし て 印

象に残 っ た の だ ろ う．
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